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１．教員紹介・主な研究分野  
 福岡県立大学看護学部を卒業後、総合病院の精神科で看護師として勤務しました。その後、

福岡県立大学大学院看護学研究科修士課程を終了し大学教員として 6 年間勤務し、2023 年 4 月

より福岡県立大学に着任しました。主な研究は、精神疾患を患う方が自分らしく生きていける

ようにストレングスに着目した効果的な関わり方の探求や被害妄想をもつ方の症状軽減に関す

る研究を行っています。今後は、精神疾患の発症の予防にも着目していきたいと考えています。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 安藤愛，後藤有紀，前田由紀子：精神科における長期入院患者のストレングスに焦点をあてた

看護の特徴に関する文献研究．西南女学院大学紀要，26，15-23，2022 
・ 中本亮，安藤愛，宮﨑初，坂部澪：被害妄想に対する介入に関する文献レビュー．福岡県立大

学看護学研究紀要，19，35-43，2022 
・ 井手裕子，坂部澪，坂本未穂，水原美地，橋本真弥，石井奈央，安藤愛：新型コロナウイルス感

染症流行下の看護学各論代替実習における看護学生の学びに関する文献研究．西南女学院大学

紀要，27，105-117，2023 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 光永憲香,松枝美智子,植田愛,脇崎裕子,児玉ゆう子,池田智,高野歩,安保寛明：COVID-19 大規模

災害下の国外の看護職者の Moral Injury．第 43 回日本看護科学学会学術集会（山口）．2023 年

12 月 
・ 増滿誠,植田愛,中本亮,上田智之：精神看護高度実践看護師の患者との対話場面における沈黙の

活用技法．第 43 回日本看護科学学会学術集会（山口）．2023 年 12 月 
 

 ③過去の主要業績 
 
３．外部研究資金 
・ 

 
・ 

 
・ 

 

科学研究費助成事業，基盤研究(B)，エッセンシャルワーカーとしての看護師の継続する危機へ

の適応力教育パッケージ開発,令和 4-7 年度,分担研究者（研究代表者：松浦賢長） 
科学研究費助成事業，基盤研究(C)，高度実践看護師の患者との対話場面における沈黙の意味解

釈と活用技法の検討，令和 3～5 年度，分担研究者（研究代表者：増滿誠） 
科学研究費助成事業，基盤研究(C)，日本版 Moral Injury 尺度の作成と信頼性・妥当性の検証，

令和 4～8 年度，分担研究者（研究代表者：松枝美智子） 
 
 



４．受賞 
 
５．所属学会 

 
日本精神保健看護学会、日本看護科学学会、PAS セルフケアセラピィ看護学会、 
国際ケアリング学会 

 
６．担当授業科目 

 
基礎看護学実習Ⅱ・2 単位・2 年・通年、精神看護学・2 単位・2 年・後期、専門看護学ゼミ・

2 単位・3 年・通年、精神看護学演習Ⅰ・1 単位・3 年・前期、精神看護学演習Ⅱ・1 単位・3 年・

前期、精神看護学実習・2 単位・3 年後期～4 年前期 
 
７．社会貢献活動 
 フードバンク活動、子ども食堂におけるボランティア活動 

 
８．学外講義・講演 
 授業参観（高校生への授業公開）：精神看護学「精神保健医療福祉の変遷と看護」 

 
９．附属研究所の活動等 

 


